
新年杯 競技詳細 
○  競技方法  １８ホール  アゲンストパー競技 

○  使用ティー レギュラー （白マーク）  ６０歳以上女性フロント１（赤マーク）選択可 

○  ジェネラルエリア ノータッチ 

○  全ホール OB 杭（黄色杭）採用 

○  №２・６・９・１０・１１・１２・１３・１４・１５・１６・１８ホールにおいて第１打 OB・紛失球共に 

前方特設ティより前進４打とする。 

○  後半のスタートに遅れたものは、失格とする。 

○  №9 №10 №11 №14 №15 ホールのグリーン周りにおいて、白線の内側にボールが 

あり、ネット・柵等が障害となる場合は、グリーン周辺の黒マークにドロップ（奥行１クラブレ

ングス）し、無罰でプレーすること。カート道だけがストロークの障害となる場合には、黒マ

ークの処置ではなく 16.1 異常なコース状態からの救済の処置を行うこと。 

○  コース内全ての池はレッドペナルティエリアとする。（境界標示は赤杭とする） 

○  その他すべてのローカル･ルール JGA規則及び R&A規則による。 

〇 コースハンディキャップを 3/4 ハンディに計算し、ハンディキャップホールを設定し、 

各ホールに挑戦する。各ホールごとの勝負は、パー以上で上がれば（〇）【〇の中にスコ

ア記載】・ボギー以下はいくつ打ってもダウン（×）とし、最終的な〇の数で成績を出す。 

○  タイの場合、ハンディキャップ→ハンディキャップンデックス→カウントバック 

（カウントバックは〇の中の数字が少ない方が勝ちとなる。）→生年月日にて決定する。 
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